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1. 本誌 は､物性の研究 を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見 を自由

に発表 し討論 しあい､ また､研究に関連 した情報 を交換 しあ うことを目的 とし

て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容 は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義 ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題 についての意見な

どです｡

2. 本誌 に投稿 された論文については､原則 として審査 は行ないませ ん｡ 但 し､

編集委員会で本誌への掲載が不適当 と判断 された場合 には､改訂 を求めること､

または掲載 をお断 りすることがあ ります｡

3･ 本誌の論文 を欧文の論文中で引用 される時には､BusseiXenkyu(Kyoto)63
(1994),1.のように引用 して下 さい｡

原稿作成要領

1.原稿 は 2部 (オリジナル原稿及び＼コピー)提 出 して下 さい｡

2.別刷 ご希望の方 は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先 を明記の上､お申 し込み下 さい｡

3.ワープロ原稿の場合

ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 され ますの

で､以下の点に注意 して原稿 を作成 して下 さい｡ (特に希望 される場合 には､

こちらで タイプ し直す ことも可能ですが､経費の節約のため､で きるだけ写

真製版で きる原稀 をお願い します｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡ (印刷 はB5にな ります｡)

2)マージンは､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡

3) 1ページに本文34行､ 1行 に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､ タイ トルはセ ンタリング､所属 ･氏名は右寄せ に して､

余 白を十分にとって下 さい｡

5)図や表 は､本文中の該当箇所 に貼 り込み､図の下にキ ャプシ ョンを付 け

て下 さい｡

6)体裁については､上記 は一応の 目安ですので､多少の違いがあって もか

まいません｡

4.手書 き原稿の場合

1)原稿は400字詰原稿用紙に丁寧 に書いて下 さい｡

2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行 におさまらない場合の改行箇所 を赤で指

定 して下 さい｡

3)数式､ 記号 の書 き方 は､Progress,Journalの投 稿規 定 に準 じ､立体

([)､イタリック (｣ ､ゴシ ック (…)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､

大文字､小文字 などを赤で指定 して下 さい｡本誌 は立体 を基本 として タ

イプされますので､式 に も必ず､イタリック､立体 を指示 して下 さい｡

また､著者校正はあ りませんので､特 に区別 しに くい文字や記号 なども

赤で指定 して下 さい｡

4)図は写真製版で きる もの (こち らで は トレースはいた しませ ん｡) を図

の説明 と共に論文末尾 に揃え､図 を入れるべ き位置 を本文の欄外 に赤で

指定 して下 さい｡
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編 集 後 記

携帯電話を持っことが ｢ファッショナブル｣な昨今,新聞や科学雑誌の記事に,
｢ひょっとして｣電磁波がもたらすかも知れない種々の弊害 (電磁-ザー ド)の

可能性が取 り沙汰 されるようになってきました｡例えば, 9月 10日付け朝 日新
聞 (大阪)夕刊の 1面には, ｢送電線銀座｣と称される大阪府門真市で,密集す
る高圧線の下に置かれた蛍光灯の管が高圧線が発する電磁波によって電源-の接
続なしに発光する現象が,.写真入 りで報道されてい草す｡また,パソコンや携帯
電話,･電気毛布から放射 される電磁波による至近距離での被曝についても, ｢コ
ンピューター症候群｣.などとのかかわりで色々議論があります｡ [コンピュータ
ーの場合,画面からの電磁波はフィルターで遮蔽できたとしても,本体側面 ･背
面からの漏洩の方が大きいとの測定結果があります｡]

これまでのところ,電磁波がもたらす ｢熱効果｣については,詳 しい定量的研
究が蓄積 されてお り,それに基づいた明確な ｢安全基準｣ が作 られています｡ こ
れに対 して,高圧線下での白血病 ･ガンの多発や ｢コンピューター症候群｣等の
場合は, ｢非熱効果｣ として分類 される生体諸現象であり,実験的検証の可能な
定量的研究になじまない性格のため, ｢状況証拠｣的な議論の域を出ていません｡
それを ｢よい｣ことに, こうい う問題を無視することに自らの利益を見出す人々
は,例えば, ｢5000ミ1)が クスでも大丈夫｣とい うような ｢専門家｣の ｢科学的｣説

明を以って, ｢素人｣ の ｢杷憂｣を一笑に付してしまうことができます｡問題が
自分の利害関係に直接響くように見えない時には,他人事として無関心を決め込
むことも可能かも知れませんが,コンピューターや携帯電話 ともなると,そ うそ

ういっまでも安閑と ｢判断停止｣に安んじてはいられなくなるのかも...｡
こうい う時,自らの ｢科学的良心｣に従って,科学的認識に基づく帰結以外は,

不確実な問題に係わる ｢無責任な｣判断を下すのを潔 しとしない私達 ｢科学者｣
は,どんな態度を執るべきなのでしょうか?我が身に火の粉が降 りかかる時には
ヒステ リックに叫ぶけれど,さもなくば ｢知らぬ半兵衛｣,では,あまりに御都
合主義で,物理学者の名折れ ?̀とい う気もするので,一度問題を整理 して考えて
みたいとは思 うのですが,何分にもここには, ｢専門家｣と ｢素人｣, ｢科学的
真理｣と ｢経験的事実｣ を巡る非常に重要かつ厄介な問題が絡んでいます｡物理
学を典型例 とする科学的 ･法則的認識の ｢真理性 ･確実性｣を支えるのは,実験
事実の集積 とそれによる綿密な検証,および,それを表現する明確な数学的 ･論
理的 ･概念的装置に基づく理論的記述の方法ですが,とりわけ重要な要件は ｢反
復再現可能性｣に求められるでしょう｡ ところが,生物現象,社会現象,文化 ･

精神現象の場合,非常に多くの個体性要因が関与するため,同一の物理的 ･化学
的条件が,個体ごとに,あるいは,同一個体でも異なる時空点では,全 く異なっ
た条件設定をもた らしうる,とい うことが頻繁に起き,短時 日のうちにこの要件
を満たすのは困難です｡む しろ,そこにこそこうした現象領域の有する質的高次
性の本質が潜んでいるのかも知れません｡このような状況の下で,単純な ｢反復
再現可能性｣に基礎をおいた ｢科学的｣説明,今の場合は,電磁波の熱効果にか
かわる ｢安全基準｣,を金科玉条のように振 り回して,実験的再現性に乏 しい種
々の危険性,非熱効果 ･生体効果の可能性,を ｢専門家｣が ｢否定｣するとい う
ことは,一体何を意味することになるのでしょうか?何にせよ,歴史上人類がこ
れ程までに氾濫する電磁波に曝されたことは未だかつてなかったとい うこと,そ
れだけは紛れもない事実でしょう｡ (Ⅰ.0.)
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費 は前納制 になっています｡ したがって､ 3月末 まで

に次年度分の会費をお支払い下 さい｡

年会費 1stVolume (4月号-9月号) 4,800円

2ndVolume(10月号-3月号) 4,800円

計 9,600円
お支払いは､郵便振替でお願い します｡当会専用の振替用紙が

あ りますので､下記 までご請求下 さい｡郵便局の用紙で も結構

です｡通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡

郵便振替 口座 京都 01010-6-5312

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は volumeの切れ 目しかで きませ ん｡次 の Volume

よ り送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下 さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されま

すので ご注意下 さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などによ り､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届 を送付 して下 さい｡

4.会費滞納の場合 :

正 当な理 由な く2Volumes以上の会費 を滞納 された場合 は､

送本 を停止す ることがあ りますので､ ご留意下 さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人で も公費払いの ときは機関会

員 とみな し､年会費 19,200円 (lVolume9,600円)です｡学

校､研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申し込み

時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かを

お知 らせ下 さい｡当会の請求書類で支払いがで きない場合 は､

貴校､貴研究所の請求書類 をご送付下 さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は Volumeの切れ 目しかで きませ ん｡次 の Volume

より送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めにご連絡下 さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行 日より6ケ月以内に当会 までご連絡下 さい｡

物性研究刊行会

〒606-01 京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電̀話 (075)722-3540,753-7051

FAX (075)722-6339
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